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2022年度の事業概況
　東洋紡グループ旧セグメントによる決算の最終年となりました
が、原燃料の高騰を始め、著しい事業環境変化により厳しい結果と
なりました。
　環境ソリューション事業は、世界的な電気自動車（EV）の導入に
伴うリチウムイオン電池（LiB）の需要拡大を受けて、LiBセパレータ
工場向けのVOC回収装置、交換エレメントの販売が堅調でした。 
不織布マテリアルは原燃料価格高騰に対し、製品価格の改定が 
追いつかず苦戦しました。特に土木建築用での価格転嫁が進まな
かったこと、自動車関係では数量が回復しなかったため、営業損失
となり、今後は生産能力の見直しも含めて改革を進めていく予定で
す。高機能ファイバー「ザイロン®」は建築補強用途、自転車タイヤ用
途、「イザナス®」は釣り糸用途を中心に販売が堅調に推移しました。
　これらの結果、当セグメントの売上高は1,108億円、営業利益は
40億円（新セグメント実績）となりました。

新会社のスタート
　2023年4月、東洋紡と三菱商事（株）との合弁企業である東洋紡
エムシー（株）が事業を開始しました。この新会社が担う環境・機能
材事業をフィルム、ライフサイエンスとともに、東洋紡グループの 
第三の柱に育てることを目指しています。
　当事業は、機能樹脂や環境ソリューション装置など東洋紡の 
独自技術による機能製品、つまりエッジの効いた製品を多く持って
いますが、過去を振り返ると成長という点では売上高が伸び悩み、
とりわけ海外展開には課題がありました。そこで、メーカー×総合 
商社という新しい枠組みをつくり、東洋紡の技術へのこだわりと 

東洋紡の強み

●  機能素材メーカー×総合商社による新たな企業体
●  技術の独自性、開発力、対応力、ニーズをくみ取る力
●  海外拠点網と幅広い顧客接点を生かした世界への展開力

機会
●  循環型社会・カーボンニュートラルの
グローバルトレンド（多くの技術を保有）

●総合商社との共同運営による海外展開

リスク
●原燃料費の高騰・調達リスクの拡大
●繊維・化学メーカー同士の合従連衡
●事業環境の著しい変化による市場競争の激化

機会とリスク
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組みを戦略的に展開していきます。具体的には、各事業を「成長」
「収益強化」「事業改革」に分けてそれぞれ取り組みを進めており、
2025年度までは三菱商事（株）の情報ネットワークなどを活用しな
がら既存事業の用途拡大に注力していきます。そして、2025年度以
降はM&Aや他社とのアライアンスを進めながら、新たなニーズに
対する新しい技術開発を広げ、全体としてのサイクルを速めていき
ます。
　東洋紡グループにとっては、この成長戦略は大きなチャレンジで 
あり、国内や日系企業が中心であった顧客層のグローバルでの 
浸透・拡大、開発サイクルの迅速化、生産の効率化の3点から大きく
事業変革を成し遂げたいと意気込んでいます。また、そのためには

顧客からの評価は不可欠であり、「東洋紡エムシーに頼めば何か
作ってくれる」といってもらえる信頼感のある企業に育てていきます。

今後の取り組み
　サステナブル・ビジョン2030で掲げた解決すべき五つの社会課題
のうち、とりわけ「脱炭素社会＆循環型社会」と「良質な水域・大気・ 
土壌＆生物多様性」は当事業が担う部分が大きいと認識しています。
　東洋紡エムシー（株）では、「高機能素材で世界の課題を解決す
る」というめざす姿（Vision）に、①絶え間なく自己変革する、②素材
の技術と未来のニーズをつなぐ、③社会課題の解決に向けて共創
する、という三つをやるべきこと（Mission）として掲げました。これ
に基づき、社会課題の解決を通して企業価値を高めることに全力を
尽くしていきます。
　モビリティ分野における軽量化・高機能化を実現する素材、EV 
化に不可欠なLiBやフレキシブル回路基板（FPC）に必要な部材
は、東洋紡エムシー（株）の主力製品であり、環境分野では水をはじ
めとする資源の有効活用や環境負荷低減に寄与するLiB製造時の
排水処理技術、アクア膜技術が大いに活用できます。また、アクア膜
を用いた浸透圧発電はデンマークで実用化の段階にあり、高機能
ファイバーの洋上風力発電への展開にも強い期待感を持っていま
す。これらはカーボンニュートラルに大きく貢献する技術であり、 
当事業の製品はその範囲こそ異なるもののおしなべて環境に貢献
できる要素を持ち合わせており、世界的なメガトレンドに乗って 
ビジネスが展開できると考えています。

三菱商事（株）の持つ海外展開・マーケティング力を組み合わせ、 
当事業の成長を目指すこととしました。
　事業開始の当日から従業員の一体感を高める取り組みを開始し
ています。具体的には、中期経営計画（以下、中計）説明会、経営メ
ンバーの合宿、3本部および国内外事業所・関係会社に対する中計
キャラバン（経営との対話）、副社長対話などです。スタートから約1
カ月で組織目標の策定と個人目標への落とし込みも行っており、ス
ピード感の変化をメンバーも実感している手応えがあります。

成長戦略
　「サステナブル・ビジョン2030」で掲げた東洋紡グループとしての
目標売上高6,000億円（2030年度）を達成するには、環境・機能材本
部の生み出す成果が大きく問われると考えています。当事業では、
2030年度に売上高2,500億円を目指しており、中計の最終年であ
る2025年度には1,450億円を目標としています。このような高い目
標の達成に向け、素材バリューチェーンや産業全体を俯瞰した取り
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